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【
東
日
本
大
震
災
】

　

そ
の
対
応
と
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

◎特集【東日本大震災】その対応と復旧・復興に向けて

▼
森
林
管
理
局
に
よ
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
調
査

　
（
12
日
、
13
日
、
16
日
）

▼
林
野
庁
担
当
官
を
長
野
県
、
新
潟
県
、
栃
木

県
に
派
遣
し
、
被
災
状
況
の
把
握
等

　
（
14
日
、
15
日
）

▼
森
林
管
理
局
に
よ
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
調
査

　
（
19
日
）

▼
林
野
庁
、
森
林
管
理
局
、
宮
城
県
、
森
林
総
研

等
に
よ
る
調
査

　
（
23
日
〜
25
日
）

▼
木
炭
・
練
炭
、
薪
等
の
供
給
体
制
整
備
を
関

係
団
体
に
要
請（
11
日
）

▼
一
次
避
難
所
、
飲
料
水
の
提
供
や
炊
き
出
し

な
ど
の
支
援（
東
北
局
仙
台
署
宿
舎
等
、
12
日
）

▼
が
れ
き
の
一
時
置
場
、
仮
設
住
宅
用
地
と
し

て
使
用
可
能
な
リ
ス
ト
を
被
災
県
等
に
提
供

（
東
北
局
、
関
東
局
、
14
日
〜
26
日
）

▼
自
衛
隊
の
物
資
輸
送
に
一
般
公
道
の
迂
回
路

と
し
て
国
有
林
林
道
を
活
用（
東
北
局
、
15
日
）

▼
避
難
所
へ
の
食
料
搬
送
を
公
用
車
に
よ
り
実

施（
東
北
局
、
関
東
局
、
16
日
〜
）

▼
宮
城
県
、
福
島
県
に
木
炭
26
ｔ
、
木
炭
コ
ン

ロ
１
３
０
０
個
を
供
給（
17
日
〜
）

▼
岩
手
県
、
宮
城
県
に
薪
ス
ト
ー
ブ
１
１
３
台
、

薪
８
０
０
束
を
提
供（
東
北
局
、
20
日
〜
）

▼
木
炭
・
練
炭
、
薪
等
の
供
給
体
制
整
備
を
関

係
団
体
に
要
請（
26
日
）

▼
林
業
・
木
材
関
係
団
体
と
の
連
絡
会
議（
15
日
）

▼
林
野
庁
、
経
産
省
、
国
交
省
３
省
に
よ
る
対

策
会
議（
17
日
）

▼
林
野
庁
、
経
産
省
、
国
交
省
、
環
境
省
４
省
に
よ

る
団
体
へ
の
住
宅
資
材
確
保
要
請
通
知（
18
日
）

▼
関
係
団
体
と
の
合
板
需
給
情
報
交
換
会（
22
日
）

▼
仮
設
住
宅
向
け
杭
丸
太
用
原
木
の
供
給
（
東
北

局
、3
月
22
日
〜
。4
月
21
日
現
在
約
48
万
本
分
）

▼
3
省
に
よ
る
関
係
業
界
に
対
す
る
住
宅
資
材

需
給
状
況
緊
急
調
査（
24
日
〜
）

▼
日
本
合
板
商
業
組
合
へ
の
適
切
な
需
給
の
要
請

　
（
25
日
）

▼
全
国
森
林
組
合
連
合
会
、
全
国
素
材
生
産
協

同
組
合
連
合
会
へ
の
国
産
材
安
定
供
給
要
請

（
28
日
）

　

地
震
発
生
直
後
に
設
置
さ
れ

た
農
林
水
産
省
災
害
対
策
本
部

で
は
、
12
日
、

①
被
害
状
況
の
把
握

②
応
急
用
食
料
・
飲
料
水
、

木
炭
・
練
炭
等
の
供
給
対

策
を
業
界
団
体
へ
要
請

③
技
術
者
を
派
遣
し
た
応
急

宅
の
検
討

な
ど
の
災
害
応
急
対
策
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

林
野
庁
で
は
、
被
災
地
域
の

国
有
林
野
を
管
轄
す
る
東
北
、

関
東
な
ど
4
森
林
管
理
局
に
対

策
本
部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

12
日
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
被
災
状
況
を
調
査
。
併
せ
て
、

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
多
く
の
人
命
を
奪
い
、

住
宅
や
企
業
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。
林
野
庁
は
、
発
災
当

初
か
ら
農
林
水
産
省
災
害
対
策
本
部
の
一
員
と
し
て
緊
急
支
援
や
復

旧
に
向
け
た
対
応
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

林
野
庁
の
対
応

平
成
23
年
3
月
11
日
午
後　

発
災

図

写
真
1

被
災
状
況
調
査

生
活
面

産
業
面

写
真
4

写
真
3

写
真
5

写真4：全森連等への要請

3月中旬3月下旬

写真3：連絡会議

図：迂回林道地図

写真1：木炭の積込み
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◎特集【東日本大震災】その対応と復旧・復興に向けて

各
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
政
府

の
現
地
対
策
本
部
に
職
員
を
派

遣
し
、
農
林
水
産
省
地
方
機
関

や
各
県
、
市
町
村
と
連
携
し
て

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
で
は
、
一
時
避
難
場

所
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
避

難
生
活
に
必
要
な
水
、
食
料
、

生
活
用
品
、
薬
品
等
の
物
資
を

提
供
。

　

ま
た
、
木
炭
・
コ
ン
ロ
セ
ッ

ト
や
薪
ス
ト
ー
ブ
の
提
供
の
ほ

か
、
避
難
所
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
に
役
立
つ
木
製
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
の
提
供
、
物
資
輸
送
車

両
と
人
員
を
確
保
し
て
支
援
。

　

さ
ら
に
は
、
が
れ
き
置
場
用

地
や
仮
設
住
宅
建
設
用
地
の
リ

ス
ト
を
被
災
県
等
に
提
供
し
ま

し
た
。

　

産
業
面
で
は
、
6
万
戸
を
超

え
る
仮
設
住
宅
に
必
要
な
資
材

の
確
保
が
課
題
。
合
板
用
材
や

基
礎
部
分
に
使
う
杭
丸
太
等
を

円
滑
に
供
給
す
る
た
め
、
関
係

団
体
と
の
連
絡
調
整
や
要
請
を

定
期
的
に
実
施
す
る
ほ
か
、
国

有
林
材
の
供
給
に
も
全
力
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

▼
林
野
庁
、
茨
城
県
、
森
林
総
研
に
よ
る
調
査

　
（
31
日
〜
4
月
1
日
）

▼
宮
城
県
視
察（
長
官
、
5
日
〜
6
日
）

▼
岩
手
県
視
察（
次
長
、
7
日
〜
8
日
）

▼
森
林
管
理
局
に
よ
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
調
査

　
（
10
日
、
12
日
）

▼
林
野
庁
担
当
官
を
福
島
県
に
派
遣
し
、
被
災

状
況
等
を
把
握（
12
日
）

▼
林
野
庁
、
岩
手
県
、
森
林
総
研
等
に
よ
る
調
査

　
（
12
日
〜
13
日
）

▼
木
製
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
４
５
０
枚
を

栗
原
市
内
避
難
施
設
に
搬
入<

４
５
０
枚>

、

設
置<

３
０
０
枚>

（
東
北
局
、
秋
田
県
等

と
協
働
実
施
。
30
日
、
4
月
4
日
）

▼
宮
城
県
等
に
が
れ
き
の
一
時
置
場
を
無
償
貸

付
け
（
東
北
局
、
関
東
局
、
4
月
21
日
現
在
、

約
４
０
８
ha
）

▼
被
災
者
向
け
住
宅
供
給
の
促
進
等
に
関
す
る

検
討
会
議＜

国
交
副
大
臣
座
長＞

に
参
画

　
（
28
日
、
4
月
5
日
）

▼
第
２
回
林
業
・
木
材
関
係
団
体
と
の
連
絡
会
議

　
（
4
日
）

▼
合
板
価
格
調
査（
18
日
〜
）

▼
第
2
回
合
板
需
給
情
報
交
換
会（
20
日
）

写
真
2

4月上旬4月中旬4月下旬

写真5：杭丸太用原木の積載

写真2：パーティション
　　　　設置

H21生産量
（計229万m3）

被災地以外の
生産能力

（日刊木材新聞調べ）

0 50 100 150 200 250 300

（万m3）

普通合板生産量及び生産能力

163 65

246

注：岩手県及び宮城県の生産量は、合板用素材需要量を基に推計したものである。
出典：農林水産省木材統計、日刊木材新聞

被災地以外　　　被災地（岩手県・宮城県）

POINT

合板用国産材の供給能力

■被災地の生産割合は全国の３割と推計。
■応急仮設住宅に必要な資材量は、被災地以外の
　生産能力の２％程度に相当し、供給能力は十分。

応急仮設住宅約６万戸に必要な
合板資材量

約4万1千m3（約490万枚）



6April 2011 Rinya No.49

被害被害被害被害被害数数 被害被害被害害額（額（額（額 億円億円億円億円）））

林地林地林地林地林地林 荒廃荒廃荒廃荒廃廃廃 36363636363636363633 4箇44箇4箇4箇44箇4箇箇4 所所所所所所所 292922933

治山治治山治 施設施設設設設設設設設 1111111111111111 3箇3箇3箇3箇3箇3箇箇3箇3箇3箇所所所所所所所所 181818188181 33333

林道林道林道林 施設施設施 等等等等 1,1,11,1,11,4040400404040004 2箇2箇2箇箇2箇2箇箇箇所所所所所所所所 21212121212121

森林森林森林森林林林被害被害被害被害 （8（8（8（8（8（（（8101010010101010hahahahhhaaa））））））） 8888888888

木材木材木材木材木材木材木材木材木材木材木材材木材木材木 加加加加工加工加工加工加加工加加工加工加工工工工加工加工加工加工加加加 ・流・流・流流・流・流・流・流流流流・流・流・ 通施通施通施通施通施通施通施通施通施通施通施施通通施施設設設設設 7171717171717171箇箇箇箇所箇所箇所箇所箇 505044

特用特用特用特用特用特用特用特用林産林林林産林産林産林林産林産産産産林産林産産産施設施設施施設施設施施設施設施施設施設施設施設施設等等等等等等 31313131110箇0箇0箇0箇0箇0箇0箇0箇所所所所所所所所 9999999

計計計計計計計計 2,2,2,2 262262660箇0箇0箇0箇0箇0箇0箇0箇所所所所所
（8（8（888810010000hhahahah ）））））））） 101001717177

　

平
成
23
年
3
月
11
日
14
時

46
分
こ
ろ
、
三
陸
沖
を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

9
・
0
の
大
地
震
が
発
生
。

こ
の
地
震
に
よ
っ
て
発
生
し

た
大
津
波
（
宮
古
検
潮
所
で

の
観
測
値
8
・
5
ｍ
以
上
）

に
よ
り
、
死
者
・
行
方
不
明

者
は
2
万
7
千
人
を
超
え
、

住
宅
、
漁
船
・
漁
港
施
設
、

農
地
、
森
林
等
が
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　

林
野
関
係
の
被
害
は
、
4

月
21
日
現
在
、
約
１
０
１
７

億
円
（
今
後
の
調
査
に
よ
り

変
更
に
な
り
ま
す
）
に
達
し

て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
引
き
続
き

被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
尽

く
し
て
い
き
ま
す
。

※林野関係の被害状況（平成23年4月21日現在） 

【主な被害地域】
青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、
栃木県、群馬県、千葉県、新潟県、長野県、静岡県、高知県 

◎特集【東日本大震災】その対応と復旧・復興に向けて

地
震
・
津
波
の
爪
跡

震
災
の
経
過
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○林地荒廃や森林被害等の災害復旧
○仮設住宅用材供給のための木材加工施設の復旧等

○復興に向けては生物多様性にも配慮したゾーニングや計画にするべき
○新しい町づくりは東北の風土に合う美しい木造の町を目指してもらいたい
○東日本大震災の復興に向けては、民国一体となった資材の供給や木材供給のセーフティーネッ
ト機能が重要であるとともに、雇用の確保のため素材生産業者への安定的発注、加工工場の
再興が極めて重要

平成23年 １次補正予算における検討事項

林政審議会における主な意見

○国産材で合板を製造することで、地元還元ができ復興に寄与できる
○三陸の海岸沿いに企業支援で緑の回廊をつくれないか
○避難者の生活を改善するため、木造の仮設住宅の整備に取り組むべき
○復興のグランドビジョンをつくり、その中で森はどうあるべきか考えるべき
○都市部と地方が非常時に備えて、お互いに資材（例えば、仮設住宅用木材など）を備蓄してお
くべき

○林野庁が被災者を取り込む雇用の場をつくるべき。また、各都道府県に仮設住宅キットを備
蓄しておくべき

国際森林年国内委員会における主な意見

応急仮設住宅 木造仮設住宅

復旧・復興に向けて

◎特集【東日本大震災】その対応と復旧・復興に向けて


